
いわてダイアログの挑戦 

～地域の1を10にする～ 
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いわてダイアログの参加者 

産 
・ユキノチカラ 

 プロジェクト協議会 

・バイオコクーン研究所 

・第一工業製薬 

・更木ふるさと興社 

官 
・金融庁(ちいきん会) 

・東北財務局 

・岩手県 

・盛岡市 

・北上市 

・西和賀町 

金 
・岩手銀行   

・北日本銀行 

・東北銀行 

・北上信用金庫 

・信金中央金庫 

・城南信用金庫 

学 
・東京大学 

 国際オープンイノベーション機構 
支 

援機関 

・岩手県よろず支援拠点 

・岩手県信用保証協会 

・manordaいわて 
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いわてダイアログの取組み ユキノチカラ 

 

 

 

 

課題① 

いわてダイアログ 

西和賀町 

首都圏 

・ブランドの認知が低い 

・首都圏への販路がない 

・地域内の事業者を取りまとめ
たいが、営業代行を行える組
織になっていない。 

課題② 

・自治体との温度差 

・認知が低い 

これからのアプローチ 
・首都圏販路拡大手段 

・自治体との連携、巻き込む方法 

・組織への支援 

課
題 

課題 
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いわてダイアログの取組み モスラ復活大作戦 
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いわてダイアログの目指すところ 

地域課題への取組みが各地でスタートしているが、 

ゴールに向けて進んでいない事業も多い 

 

いわてダイアログでは 

「０から１ではなく、１を１０に押上げる」 

 支援スキームの構築と横展開を目指す！！ 
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・地域資源の発掘と発信のプロジェクト 

・2015〜18年に町主導のもと立ち上げ 

・商品開発、情報発信、販売促進、ツアー 

・豪雪という「逆境」を「魅力」に変える 

・現在は町内13事業者による協議会で活動 

ユキノチカラ 商品 

西和賀産の材料と地元ストーリーを込めた商品 

現在15種類ほどを販売中 
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販売代行： 

クリスマスマーケット in 赤レンガへの出店 

・協議会で各事業者の商品を卸して販売、利益を得る 

・西和賀のセレクトショップとしてブランド以外の商品も販売 

オリジナル商品の開発と販売：「本物の雪をギフトに」 2020年度 事業テーマ「Restart」 

協議会の自立に向けて 

収益を得るための新しい取組みを実施 
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地域間で連携した、営業・広報企画 

首都圏をターゲットとしたブランド認知向上 

いわてダイアログで取組みたいこと 

町全体を巻き込んでいくための施策 

シティプロモーションへの昇華 

地元高校とのコラボレーションアイデア「ユキノチカラ Lab.」(仮) 
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スタートしたばかりの 

いわてダイアログ、 

これからも熱い思いを持った仲間と 

挑戦を続けていきます。 
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